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論文内容要旨
 思春期性成長期における,下顎骨長,身長,手指骨長,頚椎長の成長タイミングの同時性,な
 らびにそれらの増加推移と手骨および頸椎の特徴的骨化イベントの発現時期との関連について調
 べた。
 資料は思春期性成長期前後5年間にわたって採得された沼本人女子50名,男子30名の側面頭部
 X線規格写真,手骨部X線写真,身長の計測値である。
 方法は,下顎骨長,身長に加えて,手指骨長,頸椎長の定義を行い,思春期性成長期前後の各
 相関の変化,成長速度の類似性について検討した。また,骨化イベントとして頸椎の歯突起骨端
 板骨化像に着屈し,下顎骨長の成長増加様相との関連性について,手骨の骨化イベントとして従
 来より崩いられてきた揖指尺側種子骨骨化像の出現との比較を行った。
 結果は以下の通りであった。
 1.下顎骨長,身長,手指骨長,頸椎長相互の各相関は,思春期後では,いずれも低くなる傾
 向を示した。
 2.成長速度の変化様相を相互に時差調整すると,下顎骨長の変化様相は身長,手指骨長,頸
 椎長のいずれに対しても,同等の類似性を示した。一方,身長と手指骨長の変化様相の類似
 '1生は高力}っナこ。
 3・下顎骨長と身長および手指骨長の成長速度の変化様相には約半年の時差が存在したが,下
 顎骨長と頸椎長の成長速度の変化様相は同時性を示した。
 4.個成長の面からみると,時差は変異に富むことがわかった。
 5.暦齢を基準として求めた下顎骨長の平均年間最大増撫量は,手骨にみられる骨化イベンi・
 を時間的に整合して求めたそれと差がなかった。
 6.手指骨長の成長と手骨の骨化イベント,頸椎長の成長と頚椎の骨化イベントには強い関連
 性が認められた。
 7.頸椎の歯突起骨端板骨化像の出現は,手骨における撰指尺側種子骨の骨化像出現に代わり,
 下顎骨の思春期姓成長のピーク発現の指標になると考えられた。
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審査結果要旨
 …般に永久歯による咬合の形成は思春期性成長期にわたるが,この時期には顎顔面部において
 著明な成長加速現象がみられ,その成長変化様相は咬合の形成に重要な関与を脅する。従って,
 顎顔面部の思春期性成長加速現象の発現時期を正確に把握することは咬合の形成にとって極めて
 重要な情報となる。しかし個成長の観点からみると,そこには多様な変異があり,成長の時鯛を
 正確に把握することは容易ではない。
 思春期性成長加速現象の発現時期を綱体内において把握する方法として,同一個体内のある部
 分の成長変化現象を尺度とする相対成長理論が適用されるが,この方法でなされた研究は,同一
 個体の中から選んだわずかに2つのパラメータによって比較されるものが多く,そこから得られ
 る情報にはおのずから限度があった。そこで本研究では,相対成長理論を思春期性成長増加現象
 に通雨し,岡一個体内のいくつかのパラメータを利用することによって,身体各部の成長タイミ
 ングについてより多面的に検討しようと試みたものである。
 本研究で用いたパラメータは,下顎骨,身長,手骨,頸椎であるが,対象とした個体は沼本人
 女子50例,男子3G例で,研究目的に沿う資料数の採得が成されたものと考えられた。研究に用い
 た資料は,頭部X線規格写真,手骨部X線写真,身長計測値であるが,いずれもデータ採得の
 ための条件を満たすものであり,従って得られたデータは本研究目的にかなうものと評価できた。
 研究方法は,各々のパラメータの成長率変化様相を調べ,それら相互の類似度を統計学的に定
 量化することによって成長加速現象の時間的類似性を検討するものであったが,その方法によっ
 て有効な結果を導出できたものと言える。
 本研究の主要な結果は,まず,思春期性成長期にみられる最大成長加速期においては各パラメー
 タの成長率推移の類似性に差異があり,特にその後期においては各部はその大きさにおいて相関
 性を低くすることを示したことである。また,下顎骨の成長率推移は頸椎長のそれと時間的には
 より密接な関係を示すことが明らかにされ,かつ頸椎の歯突起骨端板骨化現象が下顎骨の思春期
 性成長のピーク発現と深い関係を有することが示された。これらの結果は従来指摘されていない
 新知見として高く評価できるものである。
 以上の研究結果は,岐合の形成に深く係わる顎顔面部の成長現象に新たな情報を与えるものと
 して評価でき,従って歯学の発展に寄与するところ大であり,よって歯学博士の学位授与に値す
 るものと考えられる。
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